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『續日本紀』上の日付である 5月 20日との記載をそのままユリウス暦の 5月 20日
と一致させることができない。『續日本紀』にある「天平宝字元年五月丁卯」は、










ところで、「医疾令」には「凡醫生 習甲乙 脈經 本草兼習小品集驗等方（医
学生には、甲乙経、脈経及び本草經を習わせ、併せて、小品方及び集験方を習わせ
るべし）」とあり、また、「凡醫針生 初入學者 先讀本草 脈訣 明堂 讀本草者















他方において、「医疾令」には「凡藥園 令師檢校 仍取園生教讀本草 辨識諸

















































































延暦 6年 5月 15日まで教科書とされていた『本草經集注』が 3巻本と 7巻本の
321



























































































検索文字 木簡上の文字 木簡の出典 場所 重複
芝 芝一斗 大根四把 藤原宮 2-652(木研 1-15頁-(4)・飛 4-7下 (43)) 藤原宮
324


















茯苓 茯苓 奈良県『藤原宮』-(82) 藤原宮





















藤原宮 3-1108(飛 5-9上 (58))
木研 11-34頁-2(9)(飛 9-9下 (39)・日本古代木簡
選)






























木研 27-27頁-(46)(飛 18-18上 (60))
木研 4-13頁-2(14)(城 15-12下 (46))






























蛇床子 蛇床子一升 木研 11-34頁-2(16)(飛 9-10上 (49)) 藤原宮
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木研 11-33頁-2(1)(飛 9-11上 (65))


















































平城宮 3-2906(城 5-8上 (81))
　
　







知母 知母九斤 木研 37-166頁-1(1)(藤原宮 1-490・飛 2-5上 (2)) 藤原宮
知苺 知苺五斤 木研 11-34頁-2(23)(飛 9-10下 (57)) 藤原宮
326








































大戟 大戟 木研 11-34頁-2(15)(飛 9-10上 (48)) 藤原宮
長生 長生 城 43-27下 (352) 平城宮
附子 附子
附子二両
木研 9-13頁-1(39)(城 19-27下 (301))














































































































塩无 塩无 木研 11-33頁-1(13)(飛 9-8下 (23)) 藤原宮
















































































































































シタ科（Saxifragaceae）のトリアシショウマ（Astilbe thunbergii var. congesta




(de Candolle) Wormskjo¨ld ex Turczaninow）ではないと考えられる。
現代の日本国の第 17改正日本薬局方は、「升麻」について、「サラシナシ
ョウマCimicifuga simplex Turczaninow, Cimicifuga dahurica Maximowicz,























































































Angelica acutiloba Kitagawa又はホッカイトウキAngelica acutiloba Kitagawa





























































































































































































































「ウスバサイシンAsiasarum sieboldii F. Maekawa又はケイリンサイシン






















































































































































三斤酥 桃仁各三升 石斛五兩 栢子仁 忢志 茯苓 山茱茰 人參 麥門冬






木簡① 桃 桂心 白芷 防風 栢実
























地黃一斤 辛夷 獨活 當歸 大黃 芎 黃耆 薤白 白芷 芍藥 黃芩 續斷
各二兩」とあり、また、「治久病疥癬 諸惡瘡毒 五黃膏方」として、「雌黃 雄黃
黃連 黃柏 黃芩 青木香 白芷 各二兩」とあり、「治熱瘡 生地黃膏方」とし

















疼弱或有拘急攣縮屈指偏枯痿躄痟小不仁頑痺者悉主之方 秦芃 天門冬 五加皮
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明として、「菖蒲為之使 飛烏或者地名 今出甘松 龍洞 蠶陵 長大黃白色為佳





備急千金要方 秦芃 天門冬 五加皮 牛膝 附子 桂心各三兩
木簡③ 薏荏一両 独活五両 □［細？］辛三両































き直すと、「龍胆 独活 乾姜 葛根 蜀椒 五味湯」または「龍胆 独活 生姜
葛根 蜀椒 五味湯」となる。
そして、検討してみると、例えば、特に、『備急千金要方』の巻二十四の中には「黄
耆酒治風虛腳疼痿弱氣悶不自收攝兼補方 黃耆 烏頭 附子 乾姜 秦芃 蜀椒
芎藭 獨活 白㛗 牛膝 蓯蓉 細辛 甘草 各三兩 葛根 當歸 菖蒲 各二
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祕要方』の中にも見られる。例えば、『外臺祕要方』の巻十八には、「療脚弱神驗防
風湯」の処方として、「防風三兩 獨活二兩 黄芩二兩 茵芋二兩 葛根二兩 芎
藭二兩 細辛一兩 蜀椒一兩出汗 防己一兩 桂心一兩 芍藥二兩 麻黄一兩去














腫毒及眼赤痛生障瞖悉主之方兼療天行 漏蘆二兩 連翹二兩 黄芩二兩 麻黄二
兩去節 白歛二兩 升麻二兩 甘草二兩炙 大黄三兩切 枳實三兩炙」、とある。






木簡④ 漏盧二両 麻黄二両 黄芩二両 枳実二両 大黄二両
外臺祕要方 漏蘆二兩 連翹二兩 黄芩二兩 枳實三兩 大黄三兩
木簡④ 升麻二両 夕薬二両 白僉二両 白微二両 甘草二両
外臺祕要方 升麻二兩 芍藥二兩 白歛二兩 白薇二兩 甘草二兩
351

































































































































































































































































































































(10)真柳誠「3巻本『本草集注』と出土史料」薬史学雑誌 35巻 2号 135～143頁（2000）参照
(11)真柳誠「国宝、『新修本草』仁和寺本」漢方の臨床 43巻 4号 474～476頁（1996）参照
(12)前掲「国宝、『新修本草』仁和寺本」によれば、「天平三年歳次辛未七月十七日書生田辺











































形成への影響」季刊地理学 64巻 4号 155～172頁（2012）、佐々木尚子・高原光・湯本
貴和「堆積物中の花粉組成からみた京都盆地周辺における「里山」林の成立過程」地球
環境 16巻 2号 115～127頁（2011）、七海絵里香・森崎翔太・大澤啓志「万葉集および





































(35)現在、「石斛」とは、ホンセッコク（Dendrobium catenatum Lindley (Syn. Dendrobium



































（上）」艸史雑誌 1巻 1号 1～66頁（2016）、同「遺伝子洗浄―消費者保護法及び薬物関連
法の無力化―」明治大学社会科学研究所紀要 54巻 2号 145～182頁（2016）、同「植物の
名称の不公正な使用と景品表示法の適用」88巻 4・5号 23～168頁（2016）、同「艸―財
363
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薬學雜誌 58巻 4号 132～137頁（2004）がある。
364






























造企画論と尺度論の収斂に向けて―」計量史研究 32巻 1号 29～49頁（2010）、同「古
墳期における古韓尺使用の事例研究―古墳築造企画論の収斂に向けて―」情報考古学 17
巻 1・2号 1～22頁（2011）、同「古代東アジアにおける土地計量制度の変遷」計量史研







と基源について」生薬学雑誌 39巻 1号 35～45頁（1985）、王元武・赤堀幸男「薬酒の














































花椒（Zanthoxylum bungeanum Maximowicz (Syn. Zanthoxylum bungei Planchon


































































































































存医書に見る医方の伝承関係」宗教研究 86巻 4輯 228～229頁（2013）が参考になる。
(84)これらの諸点については、夏井高人「アシモフの原則の終焉―ロボット法の可能性―」法
律論叢 89巻 4・5号 175～212頁（2017）及び同「欧州連合における個人データ保護の
諸要素に関する考察」法律論叢 90巻 1号 79～125頁（2017）の中でも触れた。
(85)以上のほか、本稿においては、日本列島において、完全に野生という意味で自然保護の対
象となる動植物がほとんど存在しないかもしれないということも示唆した。その前提を
採った場合、法適用の対象が存在しないこととなるため、環境保護法制の基本的な考え
方を 180度転換しないわけにはいかない。この点に関しては、別稿によって論ずる。
(86)本論文は、文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（平成 23年～平成 27年度）
及び科学研究費補助金共同研究基盤研究 (A)知的財産権と憲法的価値・科研費研究課題
番号 15H01928の研究成果の一部である。
（明治大学法学部教授）
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